
人口ビジョン第2章

人口構造の変化を人口ピラミッドでみると、1980（昭和55）年は、概ね「釣鐘型」で、高齢者が少なかったこ
とがわかります。2010（平成22）年では、「55～64歳」の人口が最も多いのですが、2020（令和2）年になると、
「65～74歳」の人口層へと推移し、高齢化が進行していることがわかります。さらに、「20～29歳」の人口が
2010（平成27）年と2020（令和2）年では約1,000人減少しています。2050（令和32）年は、社人研の推計に
よると、「70～79歳」の人口が最も多く、10代、20代の人口はさらに少なくなることが推測され、「つぼ型」
へと変化しています。

2.性別・年齢別人口構成

1980年（昭和55年） 2010年（平成22年）

2020年（令和2年） 2050年（令和32年）

1980年（昭和55年）～2020年（令和2年）：国勢調査
2050年（令和32年）： 社人研

【出典】
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2-2　人口ビジョン② 人口統計データまとめ

2009 （平成21 ）年以降の自然増減（出生数、死亡数）については、一貫して死亡数が出生数を上回る自然減と
なっており、減少数が拡大傾向で推移しています。社会増減については、転入数、転出数ともに増減を繰り
返していましたが、2022（令和4）年度から転入数は増加傾向に転じています。

3.出生・死亡、転入・転出の推移

出生数・死亡数の推移

転入数・転出数の推移

【出典】 各年度住民基本台帳人口・世帯数/人口動態（市区町村別）（総計）より算定

【出典】 各年度住民基本台帳人口・世帯数/人口動態（市区町村別）（総計）より算定
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人口ビジョン第2章

西都市の未婚率について、男性は45～49歳、女性は30～34歳で最も増加しており、男女ともに30代以上
で未婚率が増加しています。昨今の晩婚化に加えて、結婚への価値観やライフスタイルの変化から、結婚を
選ばない人が増加しているのではないかと推測されます。
合計特殊出生率（※6）は国および宮崎県よりも高い水準で推移しており、2008（平成20）年～2017（平成29）
年には県平均を下回りましたが、2018（平成30）年～2022（令和4）年では上回りました。

4. 未婚率および出生率の推移

未婚率の推移（男性）

合計特殊出生率の推移（国、宮崎県、西都市）

未婚率の推移（女性）

※2015（H27）年のみ国勢調査の割合を引用しています
【出典】 各年度国勢調査 人口等基本集計/総人口・総世帯数・男女・年齢・配偶関係

【出典】 各年度人口動態保健所・市区町村別統計の概況

※6　合計特殊出生率：「15～49歳までの女性の年齢別出生率を合計したもの」で、１人の女性が生涯に産む子どもの数にあたる。
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2-2　人口ビジョン② 人口統計データまとめ

年齢別人口移動の状況については、男女とも進学や就職の年代である10～14歳が５年後の15～19歳になる
ときと、15～19歳の人が５年後の20～24歳になるときに大幅な転出超過となっています。
近年では、30～ 40歳代にかけても転出超過となっており、その世代が希望の就職先を市内で見つけること
が難しい状況にあるのではないかと推測されます。

5. 性別・年齢別人口移動の状況

年齢階級別人口移動の状況（2015年→2020年）

【出典】 国勢調査および社人研より算定
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人口ビジョン第2章

2020（令和2）年の国勢調査結果より、産業別就業人口では、男女ともに「農林水産業」の従事者の割合が高く、
男性は「農林水産業」に次いで「建設業・鉱業」の従事者が多いです。また、女性は「医療・福祉」の従事者が最
も多くなっています。

6.産業別就業人口

男性

女性

【出典】 国勢調査

【出典】 国勢調査
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2-2　人口ビジョン② 人口統計データまとめ

西都市では、宮崎市、新富町、高鍋町との通勤・通学流動が多くなっています。宮崎市との通勤・通学流動
が最も多く、一体的な生活圏を形成しているものと思われます。

7.通勤・通学流動

流入人口（通勤者・通学者）

流出人口（通勤者・通学者）

【出典】 RESAS まちづくりマップ_通勤通学人口
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人口ビジョン第2章
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